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注意 
本書は情報提供のみを目的としています。本書の発行時点における AWS の現

行製品と慣行を表したものであり、それらは予告なく変更されることがありま

す。お客様は本書の情報、および AWS 製品またはサービスの利用について、

独自の評価に基づき判断する責任を負います。いずれの AWS 製品またはサー

ビスも、明示または黙示を問わずいかなる保証も伴うことなく、「現状のま

ま」提供されます。本書のいかなる内容も、AWS、その関係者、サプライヤ、

またはライセンサーからの保証、表明、契約的責任、条件や確約を意味するも

のではありません。お客様に対する AWS の責任は AWS 契約によって規定さ

れています。また、本文書は、AWS とお客様との間の契約に属するものでは

なく、また、当該契約が本文書によって修正されることもありません。 
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要約 
このホワイトペーパーの目的は、最高情報責任者 (CIO)、最高技術責任者 

(CTO)、シニアアーキテクトの方に、サーバーレスアーキテクチャおよび市場

投入時間、チームアジリティ、IT エコノミクスに対するその影響についての理

解を深めていただくことです。十分に活用されていないアイドル状態のサー

バーを設計レベルでなくし、クラウドベースのソフトウェア設計を劇的にシン

プルにするサーバーレスアプローチにより、IT 環境は急速に変化しています。 

このホワイトペーパーでは、サーバーレスアプローチと AWS サーバーレス

ポートフォリオの基本を説明します。また、本書には多くの導入事例も含まれ

ており、サーバーレスアプローチを導入した既存の企業がいかにして大きなア

ジリティと経済的利益を獲得しているかが説明されています。また本書では、

いかにしてあらゆる規模の組織がサーバーレスアーキテクチャを活用して、従

来よりも大幅に低いコストでリアクティブなイベントベースシステムを設計

し、クラウドネイティブなマイクロサービスをスピーディに提供することがで

きるかについても説明されています。 
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はじめに 

パブリッククラウドでアプリケーションを実行することでメリットを享受してい

る企業はすでに数多く存在します。そのメリットとは従量課金制の請求やアジリ

ティ向上によるコストの削減から IT リソースのオンデマンド利用までさまざま

です。さまざまなアプリケーションタイプや業界で行われた複数の研究により、

既存のアプリケーションアーキテクチャをクラウドに移行することで、総所有コ

スト (TCO) が下がり、市場投入時間が改善することが証明されています。1  

オンプレミスおよびプライベートクラウドソリューションと比べて、パブリック

クラウドでは、サーバーのフリートおよびそこで実行するアプリケーションの構

築、デプロイ、管理が大幅にシンプルになります。しかし、今日の企業には従来

のサーバーや VM ベースアーキテクチャ以外にもパブリッククラウドを活用する

選択肢が用意されています。クラウドを利用すれば自社のハードウェアを購入お

よび維持する必要はなくなるものの、サーバーベースのアーキテクチャの場合は

スケーラビリティと信頼性のための設計を行う必要はあります。また、アプリ

ケーションが進化すればサーバーフリートのパッチ適用とデプロイの問題も発生

します。さらに、ピークロードを考慮してスケールアップしたり、できるだけコ

ストを低くするためにスケールダウンしたりする必要もあります。もちろんこの

間も、エンドユーザーの体験や内部システムの整合性に影響が出ないようにする

必要があります。十分に活用されていないアイドル状態のサーバーは無駄なコス

トがかかります。アナリストは、十分に活用されていないキャパシティがある

サーバーは 85 パーセントにも上ると見積もっています。2 

AWS Lambda などのサーバーレスコンピューティングサービスは、異なる手

法でアプリケーション設計にアプローチすることでこうした問題に対処しま

す。本質的なコストを削減し、市場投入時間を短縮することができます。

AWS Lambda では、あらゆるレベルのテクノロジースタックにおいてサー

バーを取り扱う際に生じる複雑さを取り払うと同時に、従量課金制の請求モデ

ルを採用しているため、アイドル状態のコンピューティングキャパシティに対

して支払いが生じることはありません。また、Lambda 関数によって組織はマ

イクロサービスアーキテクチャを簡単に導入することができます。インフラス

トラクチャをなくし Lambda モデルを採用することで、以下の 2 つの経済的

なメリットが生まれます。  
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 アイドル状態のサーバーなどの問題はその不経済性とともに自然と消滅

する。AWS Lambda などのサーバーレスコンピューティングサービス

では、意味のある作業が行われたときにのみ、ミリ秒レベルの精度で料

金が発生するため、“コールド” になることは決してありません。 

 フリート管理 (セキュリティパッチの適用、デプロイ、サーバーのモニ

タリングなど) が不要になる。つまり、サーバーフリートを常時稼働さ

せておくために必要な関連ツール、プロセス、オンコールローテーショ

ンを維持する必要がないということです。Lambda を使ってマイクロ

サービスを構築することで、組織はアジリティを高めることができま

す。サーバー管理の負担がなくなることで、企業は貴重な IT リソース

を大切なこと、つまりビジネスに充てることができます。 

インフラストラクチャコストの大幅削減、チームのアジリティとフォーカスの

向上、そして市場投入時間の短縮により、すでにサーバーレスアプローチを導

入している企業は、ライバルに大きな差を付けています。 

サーバーレスアプリケーションの理解 

サーバーレスアプローチの利点は上述の通りですが、実際に導入する際にはど

んな検討事項があるのでしょうか？ サーバーレスと従来のサーバーベースのア

プリケーションの違いは何でしょうか？ 

サーバーレスアプリケーションは、開発者が実際のビジネスロジックを記述で

きるように設計されています。アプリケーションのボイラープレートコンポー

ネントの多く (ウェブサーバーなど) と差別化につながらない重労働のすべて 

(信頼性やスケーリングを処理するソフトウェアなど) は、開発者の手から完全

に離れます。残るのは、必要なとき (モバイルユーザーがメッセージを送信す

る、画像がクラウドにアップロードされる、レコードがストリームに到達する

など) にのみビジネスロジックがトリガーされる、クリーンなファンクショナ

ルアプローチです。アプリケーション設計に対する非同期的なイベントベース

アプローチは、サーバーレスアプリケーションではとても一般的です (ただし

必須ではありません)。 これは、必要な作業が発生したときにのみ実行する 

(そして料金が発生する) コードのコンセプトと完全に一致するからです。 

サーバーレスアプリケーションはパブリッククラウドの AWS Lambda などの

サービスで実行します。これはイベントの受信やクライアントの呼び出しを処

理し、それからインスタンスを作成してコードを実行します。このモデルは、

従来のサーバーベースのアプリケーション設計に比べて多くの利点をもたらし

ます。具体的には、 
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 プロビジョニング、デプロイ、更新、モニタリングなどのサーバー管理

が不要。実際のハードウェアとサーバーソフトウェアはすべてクラウド

プロバイダーによって処理されます。 

 アプリケーションは実際の使用度に応じて自動的にスケーリングする。

これは、ピークロードにスケーリングするためには受信フリートと明示

的なキャパシティ管理が必要な従来のアプリケーションとは本質的に異

なります。 

 スケーリングに加えて、可用性と耐障害性も組み込まれている。コー

ディングや構成、管理を行うことなくこうした機能の恩恵を享受するこ

とができます。 

 アイドル状態のキャパシティに対して料金が発生することがない。キャ

パシティを事前プロビジョニングまたはオーバープロビジョニングする

必要はありません (そもそもそのような機能自体がありません)。請求は

従量課金制で、コードの実行にかかった時間で計算されます。 

サーバーレスアプリケーションのユースケース 

サーバーレスアプリケーションモデルは汎用的で、スタートアップのウェブア

プリから Fortune 100 社の株式取引分析プラットフォームまで、ほとんどど

んなタイプのアプリケーションにも適用することができます。以下にいくつか

の例を挙げます。 

 ウェブアプリとウェブサイト – サーバーをなくすことで、トラフィック

がないときにほとんどコストがかからないと同時に、予想を超えるほど

のピークロードでさえも処理できるほどにスケーリングできるウェブア

プリを作ることが可能になります。 

 モバイルバックエンド – サーバーレスなモバイルバックエンドがあれ

ば、クライアント開発に集中する開発者は分散システム設計の専門知識

がなくてもセキュアで可用性が高く、そして完全にスケーリングされた

バックエンドを簡単に作ることができます。 

 メディアおよびログ処理 – サーバーレスアプローチにより自然な並列処

理が可能になるため、高負荷のコンピューティングワークロードの処理

がよりシンプルになります。複雑なマルチスレッドシステムの構築やコ

ンピューティングフリートの手動スケーリングは不要です。 

 IT オートメーション – サーバーレス関数はアラームやモニターに取り

付けることが可能で、必要に応じてカスタマイズすることができます。
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Cron ジョブやその他の IT インフラストラクチャの要件は、特にジョブ

や要件に低頻度な性質や変化しやすい性質がある場合、その使用のため

にサーバーを所有および維持する要件がなくなることでかなりシンプル

になります。 

 IoT バックエンド – ネイティブライブラリを含むあらゆるコードを取り

込む機能により、デバイスに固有のアルゴリズムを実装することができる

クラウドベースのシステムを作成するプロセスがシンプルになります。 

 チャットボット (音声対応アシスタントを含む) およびその他の 

Webhook ベースシステム – サーバーレスアプローチはチャットボッ

トなどのあらゆる Webhook ベースシステムに完全に適合します。必要

なとき (ユーザーがチャットボットに情報をリクエストしたときなど) 

にだけアクション (コードの実行など) を実行する機能により、こうし

たアーキテクチャのためのわかりやすく、通常は低コストなアプローチ

を実現できます。たとえば、Amazon Echo の Alexa スキルの大部分は 

AWS Lambda を使って実装されています。 

 クリックストリームおよびその他のほぼリアルタイムのストリーミング

データ処理 – サーバーレスソリューションには、データフローに合わせ

てスケールアップおよびスケールダウンできる柔軟性があります。この

ため、アプリケーションごとにスケーラブルなコンピューティングシス

テムを構築する手間をかけることなく、スループット要件を満たすこと

ができます。Amazon Kinesis などのテクノロジーとペアリングした場

合、AWS Lambda はクリックストリーム分析、NoSQL データトリ

ガー、株式取引情報などのレコードを高速処理することができます。 

上述の高度に導入されたユースケースに加えて、サーバーレスアプローチは以

下の分野にも応用されています。 

 MapReduce 問題などのビッグデータ、高速ビデオ変換、株式取引分

析、ローン申し込みに対する大量のコンピューティングが必要なモンテ

カルロシミュレーション。開発者が導き出した結論は、特にイベントを

通じてトリガーされる場合、サーバーレスアプローチで並列処理した方

がずっと簡単だということです。3 こうしてインフラストラクチャを管

理する必要がないサーバーレステクニックの利用は広がり、さまざまな

ビッグデータ問題に応用されています。 

 コンテンツ配信ネットワークを通じて提供されるウェブアプリケーショ

ンおよびアセットの低レイテンシーカスタム処理。サーバーレスなイベ

ント処理をインターネットのエッジに移動させることで、開発者は低レ
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イテンシーの恩恵を受けると同時に、取得やコンテンツのフェッチを簡

単にカスタマイズできるようになります。これにより、クライアントの

位置に基づいてレイテンシーが最適化される、新領域のユースケースが

可能になります。 

 接続デバイス (AWS Lambda 関数などのサーバーレス機能を商用デバ

イス、住宅用デバイス、携帯型のモノのインターネット (IoT) デバイス

内で実行することを可能にします)。Lambda 関数などのサーバーレス

ソリューションは、基盤の物理 (および仮想) ハードウェアからの自然

な抽象化を実現します。これにより、プログラミングモデルを妨害する

ことなく、データセンターからエッジへ、およびあるハードウェアアー

キテクチャから別のハードウェアアーキテクチャへと簡単に移行するこ

とが可能になります。 

 AWS Snowball Edge などのオンプレミスアプライアンスのカスタムロ

ジックおよびデータ処理。実行環境の詳細からビジネスロジックを分離

するため、サーバーレスアプリケーションはアプライアンスを含むさま

ざまな環境で簡単に機能することができます。 

通常、サーバーレスアプリケーションはマイクロサービスアーキテクチャを

使って構築されます。ここではアプリケーションは個別のジョブを実行する独

立したコンポーネントに分離されます。個々の Lambda 関数と API、メッ

セージキュー、データベース、およびその他のコンポーネントで構成されるこ

のコンポーネントは、デプロイ、テスト、スケーリングを独立して行うことが

できます。実際、サーバーレスアプリケーションはその関数ベースモデルのた

めマイクロサービスに自然に調和します。モノリシックな設計とアーキテク

チャを避けることで、組織はアジリティを向上させることができます。なぜな

ら、開発者が必要に応じてデータベース層などの個々のコンポーネントを徐々

にデプロイしたり、置換またはアップグレードすることができるからです。 

多くの場合、サーバーレスアプリケーションに変換するために必要なのは、ア

プリケーションのビジネスロジックを切り離すことだけです。AWS Lambda 

などのサービスは主要なプログラミング言語をサポートしており、カスタムラ

イブラリの使用が可能です。長時間実行するタスクは、合理的な時間フレーム

内で動作する個々の関数で構成されるワークフローとして表現されます。これ

により、システムは必要に応じて個々のユニットを再起動または並列処理する

ことができます。 
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サーバーレスは常に最適解か？ 

サーバーレスプラットフォームでは、モダンアプリケーションのほぼすべてを

正常に実行するように変更することができます。また、このとき大半の場合は

より経済的かつスケーラブルになります。しかし、サーバーレスが最適な選択

肢にならないケースも少ないながら存在します。以下に具体例を挙げます。 

 アプリケーションのあらゆる変更を避けるという明確な目標がある場合。 

 コードを適切に実行するために環境をきめ細かくコントロールする必要

がある場合。たとえば、特定のオペレーティングシステムパッチを指定

したり、低レベルのネットワーキングオペレーションにアクセスする場

合など。 

 オンプレミスアプリケーションがパブリッククラウドに移行していない

場合。 

クラウドベンダーのサーバーレスプラット
フォームの評価 
サーバーレスアプリケーションを設計するとき、企業や組織が考慮する必要が

あるものはアプリのコードを実行するサーバーレスコンピューティング機能だ

けではありません。完全なサーバーレスアプリケーションには、ストレージ、

メッセージング、診断などにまたがる広範なサービス、ツール、機能が必要で

す。クラウドベンダーが提供する不完全または断片的なサーバーレスポート

フォリオは、一貫したレベルの抽象化で正常にコーディングできない場合に

サーバーベースのアーキテクチャに戻す必要があるかもしれないサーバーレス

開発者にとって問題になり得ます。 

サーバーレスプラットフォームは、コンピューティングおよびストレージコン

ポーネントなどのサーバーレスアプリケーションを含む一連のサービスに加え

て、サーバーレスアプリケーションを作成、構築、デプロイ、および診断する

ために必要なツールで構成されます。運用環境でサーバーレスアプリケーショ

ンを実行するには、小規模のスタートアップの需要も世界中に展開するグロー

バル企業の需要も処理できる、信頼性と柔軟性に優れた信用できるプラット

フォームが必要です。このプラットフォームは、アプリケーションのすべての

要素をスケーリングし、エンドツーエンドの信頼性を提供する必要がありま

す。従来のアプリと同様、サーバーレスソリューションの作成と提供に成功す

るように開発者をサポートすることは多次元的な課題です。さまざまな業界の
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大企業のニーズを満たすために、サーバーレスプラットフォームは以下の機能

を提供する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1: サーバーレスプラットフォームの機能 

 パフォーマンス、スケーラビリティ、信頼性に優れたクラウドロジック

レイヤー。 

 反応が早いファーストパーティイベントとデータソースおよびサード

パーティシステムに対するシンプルな接続。 

 開発者が簡単に始められ、また新しいパターンを既存のソリューション

にすばやく安全に追加できる統合ライブラリ。 

 開発者がさまざまな分野や、広範なサードパーティシステムおよびユー

スケースのソリューションを発見および適用することができる、活気に

満ちた開発者のエコシステム。 

 目的にかなったアプリケーションモデリングフレームワークのコレク

ション。 

 状態およびワークフロー管理を提供するオーケストレーション。 

 保証プログラムの認定を含むグローバルなスケールと広範なリーチ。 
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 あらゆるレベルのスケールにおいてキャパシティをプロビジョニングす

る必要がない、組み込みの信頼性と大規模なパフォーマンス。 

 ファーストパーティとサードパーティの両方のリソースとサービスに対

する組み込みのセキュリティと柔軟なアクセスコントロール。 

サーバーレスプラットフォームの中心にあるのは、ビジネスロジックを表す関

数の実行を担当するクラウドロジックレイヤーです。こうした関数は多くの場

合イベントに反応して実行されるため、ファーストパーティとサードパーティ

の両方のイベントソースとのシンプルな統合が、表現がシンプルで、さまざま

なワークロードに反応して自動的にスケーリングできるソリューションには欠

かせません。たとえば、オブジェクトがオブジェクトストアに作成されるた

び、またはサーバーレス NoSQL データベースが更新されるたびに、サーバー

レス関数の実行が必要かもしれません。サーバーレスアーキテクチャは、こう

したシステムを統合するために通常必要なスケーリングと管理コードのすべて

をなくし、この運用負担をクラウドベンダーに移します。 

サーバーレスプラットフォームの開発に成功できるために必要なこととして、

企業が簡単に始められることが挙げられます。たとえば、取り組むサービスが

ファーストパーティかサードパーティかにかかわらず、一般的なユースケース

のためにあらかじめ用意されたテンプレートを簡単に見つけられる必要があり

ます。こうした統合ライブラリは、レコードのストリームの処理や Webhook 

の実装などといった成功パターンの伝達に欠かせません。これは、開発者が

サーバーベースからサーバーレスアーキテクチャに移行している期間は特に言

えることです。密接に関係したニーズが、コアプラットフォームを囲む広範か

つ多様なエコシステムです。活気に満ちた大規模エコシステムは、開発者がコ

ミュニティからソリューションを簡単に発見および利用する助けになり、これ

により新しいアイデアとアプローチを簡単に提供できるようになります。アプ

リケーションライフサイクル管理に対してさまざまなツールチェーンが使用さ

れている場合、サーバーレスアプリケーションの構築およびデプロイを既存の

アプローチ内に統合するために必要なランタイム、プラグイン、およびオープ

ンソースソリューションがすべての言語、IDE、およびエンタープライズビル

ドテクノロジーにあることを確実にするためにも、健全なエコシステムは必要

です。また、Express や Flask などのフレームワークや一般的なプログラミン

グ言語に対する開発者の知識をはじめとする既存の投資を活用することも、

サーバーレスアプリケーションには欠かせません。広範なエコシステムはさま

ざまな分野で重要なアクセラレーションを提供し、開発者がサーバーレスアー

キテクチャで既存のコードをより簡単に再利用することを可能にします。 
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オープン仕様の AWS Serverless Application Model (AWS SAM) などのアプリ

ケーションモデリングフレームワークでは、開発者はサーバーレスアプリケー

ションを構成するコンポーネントを表現することができます。また、このアプリ

ケーションを構築、デプロイ、およびモニタリングするために必要なツールや

ワークフローが有効になります。サーバーレスプラットフォームの成功の鍵とな

る他のフレームワークに、オーケストレーションと状態管理があります。サー

バーレスコンピューティングの概してステートレスな性質には、長時間実行する

ワークフローを可能にするための補完的なメカニズムが必要です。オーケスト

レーションソリューションでは、開発者は、通常サーバーレスアプリケーション

内にある複数の関連するアプリケーションコンポーネントを調整しながらも、こ

れらのアプリケーションを小さく一時的な関数で構成することが可能になりま

す。また、オーケストレーションサービスはエラー処理をシンプルにし、レガ

シーシステムおよびワークフローとの統合を提供します。これには、サーバーレ

ス関数自体が通常許可するよりも長く実行するものが含まれます。 

世界中に展開する多国籍企業を含む世界中の顧客をサポートするために、サー

バーレスプラットフォームはグローバルなスケールを提供する必要がありま

す。これには、世界中に配備されたデータセンターやエッジロケーションが含

まれます。エッジロケーションは、エンドユーザーの近くに低レンテンシーの

サーバーレスコンピューティングをもたらすための鍵になります。サーバーレ

スアプリケーションのスケーラビリティと高可用性の提供を担当するのはアプ

リケーション開発者ではなくプラットフォームであるため、その本質的な信頼

性は重要です。未処理イベントに対する組み込み再試行やデッドレターキュー

などの機能は、開発者がサーバーレスアプローチを使ってエンドツーエンドの

信頼性を備えた堅牢なシステムを構築する上で役に立ちます。言語ランタイム

と顧客のコードがサーバーレスアプリケーションでオンデマンドにインスタン

ス化される場合、パフォーマンス、特に低レンテンシー (オーバーヘッド) も

等しく重要です。 

そして、プラットフォームはさまざまなセキュリティおよびアクセスコント

ロールを備えている必要があります。これには、仮想プライベートネットワー

クのサポート、ロールベースおよびアクセスベースの権限、API ベースの認証

およびアクセスコントロールメカニズム (サードパーティおよびレガシーシス

テムを含む) との堅牢な統合、環境変数設定などのアプリケーション要素の暗

号化のサポートなどがあります。サーバーレスシステムは、その設計上、以下

の理由で本質的に高レベルなセキュリティとコントロールを提供します。 
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 セキュリティパッチの適用を含む最高のフリート管理 – AWS Lambda 

などのシステムでは、リクエストを実行するサーバーに対して常時モニ

タリング、循環、およびセキュリティスキャンが行われます。主要なセ

キュリティ更新が利用可能になると数時間以内にパッチの適用が可能に

なります。一方、多くのエンタープライズコンピューティングフリート

の場合、パッチ適用と更新の SLA はずっと緩いものになっています。 

 サーバーの有効期間の制限 – AWS Lambda で顧客のコードを実行する

すべてのマシンは 1 日に複数回循環し、攻撃への露出を制限すると同時

に、オペレーティングシステムやセキュリティパッチが常に最新になる

ようにしています。 

 リクエストごとの認証、アクセスコントロール、監査 – AWS Lambda 

で実行されるすべてのコンピューティングリクエストは、そのソースに

かかわらず、個々に認証され、指定のリソースへのアクセスが承認さ

れ、完全に監査されます。Amazon API Gateway 経由で AWS データ

センターの外から到達したリクエストは、DoS 攻撃の防御など、イン

ターネット向けの防御システムを追加で提供します。サーバーレスアー

キテクチャに移行する企業は、AWS CloudTrail を使って、どのユー

ザーがどのシステムに何の権限でアクセスしているかを詳しく確認する

ことができます。また、AWS Lambda を使って監査レコードをプログ

ラム処理することができます。 
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AWS サーバーレスプラットフォーム 

Lambda が 2014 年に導入されて以来、AWS は完全なサーバーレスプラット

フォームを築いてきました。このプラットフォームには、他の AWS のサービ

スやサードパーティサービスとシームレスに統合することができるサーバーレ

スアプリケーションを組織が作ることを可能にする、完全マネージド型サービ

スの広範なコレクションが備わっています。AWS サーバーレスプラット

フォームのコンポーネントのサブセットとその関係を 図  に示します。 

 

図 2: AWS サーバーレスプラットフォームのコンポーネント 
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AWS サーバーレスプラットフォームの機能 

AWS には、前のセクションで完全なサーバーレスプラットフォームの要件と

して挙げられたすべてのコア機能が備わっています。クラウドロジックレイ

ヤーは、関数ベースの大規模かつプロビジョニングフリーなサーバーレスコン

ピューティングサービスである AWS Lambda によって提供されます。AWS 

Lambda を補完する AWS Lambda@Edge は、エッジ最適化ルーティングを

使って極めて低レイテンシーな Lambda 関数を実行するための類似サポート

を提供します。また同じく AWS Lambda を補完する AWS Greengrass は、

AWS Snowball などのアプライアンスを含む接続デバイス上で Lambda 関数

が実行することを可能にします。 

Lambda 関数は、さまざまなファーストパーティおよびサードパーティイベン

トによって簡単にトリガーすることが可能で、これにより開発者は、従来のよ

うにインフラストラクチャをセットアップおよび管理する手間をかけることな

く、リアクティブなイベント駆動型システム (図 3) を構築することができま

す。複数の同時イベントがある場合、Lambda はより多くの関数のコピーを並

列実行し、それぞれのトリガーに応答します。Lambda 関数はワークロードの

サイズに正確に合わせて個々のリクエストまでスケールダウンします。その結

果、アイドル状態のサーバーやコンテナが存在する余地は発生しません。イン

フラストラクチャに対する無駄な支出は、Lambda 関数を使うアーキテクチャ

では設計上存在し得ないのです。 

 
FaaS (Function as a Service) 

は、デプロイおよび実行のユ

ニットとして関数に依存するイ

ベント駆動型コンピューティン

グシステムを構築するためのア

プローチの 1 つです。サーバー

レス FaaS は FaaS の一種で、

ここではプログラミングモデル

に仮想マシンまたはコンテナが

存在せず、またベンダーがプロ

ビジョニングフリーのスケーラ

ビリティと組み込みの信頼性を

提供します。 

図 3: イベント駆動型コンピューティング、FaaS、サーバーレスの関係。 
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Lambda が提供する AWS サーバーレスコンピューティング機能は、以下の 

AWS が提供するマネージドサービスの重要な要素です。これらはいずれもお

互いにシームレスに統合します。 

 Amazon API Gateway – すべての API プロキシおよび API 管理機能

を含む Lambda 関数の HTTP エンドポイント。 

 Amazon S3 – オブジェクトの作成、コピー、または削除時に Lambda 

関数を自動イベントトリガーとして使うことができます。 

 Amazon DynamoDB – Lambda 関数を使ってデータベーステーブルの

あらゆる変更を処理することができます。 

 Amazon SNS – 処理のためにメッセージを Lambda 関数にルーティン

グすることができます。これにより、公開されたコンテンツに動的に応

答することが可能になります。 

 Amazon SQS – キューのメッセージを Lambda 関数で簡単に処理する

ことができます。 

 Amazon Kinesis Streams – ストリーミングデータの規則的なレコード

処理が Lambda 関数によって提供されます。これにより、ほぼリアル

タイムの分析エンジンを構築しやすくなります。 

 Amazon Kinesis Firehose – Lambda 関数を Firehose によって取り込ま

れたレコードに自動的に適用することができます。これにより、変換、

フィルタリング、分析機能をデータストリームに追加しやすくなります。 

 Amazon Athena – クエリの結果セットのオブジェクトごとに Lambda 

関数を自動的にトリガーすることができます。 

 AWS Step Functions – 複数の Lambda 関数をオーケストレーション

してヒューマンセントリックプロセスと自動プロセスの両方の長時間実

行ワークフローを作成することができます。 

 Amazon CloudWatch Events – Lambda 関数を使って、サードパー

ティイベントを含むイベントに自動的に応答することができます。 

 Amazon Aurora – データベーストリガーを Lambda 関数として記述

することができます。 
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Lambda は、Slack、Algorithmia、Twilio、Loggly、Splunk、SumoLogic、

Box などのさまざまなサードパーティサービスの設計図との統合ライブラリを

提供するため、開発者は数行のコードだけで分析、高度なアルゴリズム、コ

ミュニケーションなどを含む反応が早いアプリケーションを構築することがで

きます。Express (NodeJS アプリケーション向け) や Flask (Python アプリ

ケーション向け) などのさまざまなウェブアプリケーションフレームワーク

が、Lambda 関数との連携のために拡張されています。オープンソースのウェ

ブアプリケーションプロジェクトには、Serverless Framework、Sparta、

Chalice などがあります。 

通常、サーバーレスアプリケーションの構成要素は複数あり、具体的には 1 つ以

上の関数、Amazon DynamoDB などのサーバーレスデータベース、およびクラ

イアントが呼び出しを行うための API かアプリをトリガーするイベントソースの

いずれかで構成されます。これらの要素を整理するために、AWS ではオープン

仕様の Serverless Application Model (SAM) が使われています。SAM を使うこ

とで、開発者は関数、API、イベントソース、データベーステーブル、および

サーバーレスアプリケーションのその他の部分を簡単に記述することができま

す。また、SAM の使用は開発者がソフトウェア開発ライフサイクルのすべての

段階を管理する上でも役立ち、AWS はさまざまなツールやサービスでこれをサ

ポートしています。たとえば、SAM Local 経由の最適な IDE (またはコマンドラ

イン経由) のローカルテストおよびデバッグのネイティブサポート、AWS 

CloudFormation を使った SAM アプリのデプロイ、AWS CodeBuild の SAM ア

プリの構築のサポート、および AWS CodePipeline に組み込まれる SAM アプリ

向け GitHub ベース CI/CD のサポートなどが挙げられます。ファーストパー

ティサポートに加えて、多くのオープンソースフレームワーク、CI/CD プロバイ

ダー、およびパフォーマンス管理ベンダーが、Serverless Framework、

Claudia、CloudBees、Datadog などの SAM および Lambda 関数のサポートを

提供しています。その他の例については、サーバーレスアプリケーション用開発

者ツールを参照してください。4 

ある Lambda 関数 (または SAM アプリの場合は、1 つではなく同時に動作す

る複数の Lambda 関数の場合もあります) の作成後、開発者は、Amazon 

CloudWatch および CloudWatch Logs で利用できる自動作成されるメトリク

スとログを使ってこれを簡単にモニタリングすることができます。また、AWS 

では AWS X-Ray も提供されます。これは、開発者が個々の関数とそれが処理

するイベントの動作や挙動をトレースすることを可能にするクロスサービスリ

クエストトレーシングおよびパフォーマンス分析ソリューションです。 

https://aws.amazon.com/serverless/developer-tools
https://aws.amazon.com/serverless/developer-tools
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AWS サーバーレスプラットフォームサービスにはグローバルなリーチが備

わっており、実質 AWS の世界中のすべてのリージョンで AWS Lambda と 

Amazon API Gateway がサポートされています。Lambda@Edge はすべて

のエッジロケーションで利用できます。5 Lambda は、お客様がアプリケー

ションの信頼性を改善する上で役に立つさまざまな機能を提供しています。こ

れには、非同期イベントおよび順序付けられたイベントの自動再試行や、アプ

リケーションによって正常に処理されたイベントをキャプチャするデッドレ

ターキューなどがあります。Amazon Virtual Private Cloud (Amazon VPC) 

との密接な統合や AWS Lambda が提供する柔軟な認証およびアクセスコント

ロール機能により、組織は、最小権限の原則などのベストプラクティスに則し

たセキュアなアプリケーションを作ることができます。エンドユーザーのセ

キュリティと管理も同じく簡単です。Amazon Cognito では、Amazon API 

Gateway および AWS Lambda と簡単に組み合わせることができる承認と認

証が提供されます。これにより、サーバーレスユーザーの登録およびサインイ

ン機能が有効になります。これには、Facebook や企業ディレクトリなどの

ソーシャルプロバイダーとの統合が含まれます。 

導入事例  

企業によるサーバーレスアーキテクチャの応用先は、株式取引の検証から e コ

マースウェブサイトの構築、自然言語処理までさまざまです。AWS Lambda 

および他の AWS サーバーレスポートフォリオでは、PCI や HIPAA コンプラ

イアンスなどの保証プログラムを必要とするものをはじめとして、さまざまな

アプリケーションを柔軟に作ることができます。以下のセクションでは、特に

一般的なユースケースを紹介しますが、これがすべてではありません。すべて

のカスタマーリファレンスのリストとユースケースのドキュメントについて

は、サーバーレスコンピューティングを参照してください。6 

サーバーレスウェブサイト、ウェブアプリ、 

モバイルバックエンド 
サーバーレスアプローチは、負荷が動的に変化するアプリケーションに最適で

す。サーバーレスアプローチを使えば、エンドユーザートラフィックが存在し

ないときはコンピューティングコストが発生しない一方、インスタントなス

ケーリングによりトラフィックが急増する e コマースサイトのフラッシュセー

ルやソーシャルメディアのメンションなどの高い需要にも対応することができ

ます。また、従来のインフラストラクチャアプローチと比べて、サーバーレス

手法で設計されたウェブまたはモバイルバックエンドは多くの場合開発、提

供、運営にかかるコストが大幅に削減されます。 

https://aws.amazon.com/lambda/edge/
https://aws.amazon.com/serverless/
https://aws.amazon.com/serverless/
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AWS では、開発者がこのようなアプリケーションをスピーディに構築するた

めに必要な以下のサービスが提供されます。 

 Amazon S3 は、静的コンテンツのシンプルなホスティングソリュー

ションを提供します。 

 AWS Lambda は、Amazon API Gateway と連動して、関数を使って

動的な API リクエストのサポートを提供します。 

 Amazon DynamoDB は、セッションおよびユーザーごとの状態のシン

プルなストレージソリューションです。 

 Amazon Cognito では、エンドユーザーの登録、認証、およびリソース

に対するアクセスコントロールを簡単に処理することができます。 

 AWS SAM を使うと、開発者はアプリケーションのさまざまな要素を記

述することができます。 

 AWS CodeStar では、クリック操作だけで CI/CD ツールチェーンを

セットアップすることができます。 

詳しくは、サーバーレスウェブアプリケーションの構築パターンについて詳し

く説明している白書 AWS Serverless Multi-Tier Architectures を参照してく

ださい。7 完全なリファレンスアーキテクチャについては、GitHub の 

Serverless Reference Architecture for creating a Web Application8 および 

Serverless Reference Architecture for creating a Mobile Backend9 を参照

してください。 

お客様事例 – Bustle.com 

Bustle.com は、女性をターゲットにしたニュース、エンターテイメント、ラ

イフスタイル、ファッションのウェブサイトです。同社は AWS Lambda およ

び Amazon API Gateway をベースにしたサーバーレスアーキテクチャに移行

することで、コストを約 84 パーセント削減することができました。Bustle の

エンジニアたちはアジリティが向上し、インフラストラクチャの管理やスケー

リングの処理ではなく、新しい製品機能の構築に集中できるようになりまし

た。Bustle のチームはより効率的になり、Bustle のスケールのサイトを構築

および運営するために通常必要な人員を半分にすることができました。また、

Bustle のサーバーレスバックエンドは同社のウェブプロパティの 2 つの iOS 

アプリをサポートしています (Bustle および Romper)。詳細については、

Bustle Case Study を参照してください。10  

https://d0.awsstatic.com/whitepapers/AWS_Serverless_Multi-Tier_Architectures.pdf
https://github.com/awslabs/lambda-refarch-webapp
https://github.com/awslabs/lambda-refarch-mobilebackend
https://aws.amazon.com/solutions/case-studies/bustle/
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IoT バックエンド 

また、サーバーレスアーキテクチャがウェブおよびモバイルアプリにもたらす利

点により、デバイスの台数にシームレスにスケーリングする IoT バックエンドお

よびデバイスベースの分析処理システムを構築することが簡単になります。リ

ファレンスアーキテクチャの例については、GitHub の Serverless Reference 

Architecture for creating an IoT Backend を参照してください。11 

お客様事例 – iRobot 

掃除ロボット「ルンバ」などのロボットを製造する iRobot は、AWS Lambda 

を AWS IoT サービスと組み合わせて使い、同社の IoT プラットフォームの

サーバーレスバックエンドを作っています。サーバーレスアーキテクチャを使

うことで、iRobot のエンジニアリングチームはインフラストラクチャを管理

したりコードを手動で記述して可用性およびスケーリングを処理する必要がな

くなりました。これにより、イノベーションを加速化させ、顧客に集中するこ

とが可能になりました。詳しくは、AWS re:Invent 2016 のプレゼン 

Serverless IoT Back Ends (IOT401)12 を参照するか、こちらのビデオを視聴

してください。13
 

データ処理 

最大規模のサーバーレスアプリケーションは、膨大な量のデータを、その多く

はリアルタイムで処理しています。典型的なサーバーレスデータ処理アーキテ

クチャは、Amazon Kinesis と AWS Lambda の組み合わせを使ってストリー

ミングデータを処理するか、Amazon S3 と AWS Lambda を組み合わせて、

オブジェクトの作成または更新イベントに応答してコンピューティングをトリ

ガーします。ワークロードに単純なトリガーではなくより複雑なオーケスト

レーションが必要な場合、開発者は AWS Step Functions を使って、進行に

応じて 1 つ以上の Lambda 関数を呼び出すステートフルまたは長時間実行す

るワークフローを作成することができます。サーバーレスデータ処理アーキテ

クチャについて詳しくは、以下の GitHub のページを参照してください。 

 Serverless Reference Architecture for Real-time Stream Processing14 

 Serverless Reference Architecture for Real-time File Processing15 

 Image Recognition and Processing Backend reference architecture16 

https://github.com/awslabs/lambda-refarch-iotbackend
https://github.com/awslabs/lambda-refarch-iotbackend
https://www.slideshare.net/AmazonWebServices/aws-reinvent-2016-serverless-iot-back-ends-iot401
https://www.youtube.com/watch?v=gKMaf5E-z7Q
https://www.youtube.com/watch?v=gKMaf5E-z7Q
https://github.com/awslabs/lambda-refarch-streamprocessing
https://github.com/awslabs/lambda-refarch-fileprocessing
https://github.com/awslabs/lambda-refarch-imagerecognition
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お客様事例 – FINRA 

Financial Industry Regulatory Authority (FINRA) は、AWS Lambda を使って

サーバーレスデータ処理ソリューションを構築しました。これにより、毎日 370 

億件の株式市場イベントで 5,000 億件のデータ検証を行うことができています。

AWS re:Invent 2016 の The State of Serverless Computing (SVR311) と銘

打ったプレゼンで、17 FINRA のシニアディレクターを務める Tim Griesbach 氏

は次のように述べました。「Lambda がこのサーバーレスクラウドソリューショ

ンのための最高のソリューションになるということがわかりました。Lambda の

おかげで、システムはより速く、より安く、そしてよりスケーラブルになったの

です。このため最終的に、コストは 50 パーセント以上削減されました。私たち

はそれを毎日どころか毎時間追跡することができるのです」  

お客様事例 – Thomson Reuters 

メディアや情報を手がける Thomson Reuters は、製品チームが製品利用デー

タを簡単に分析することができるサーバーレスビジネス分析ソリューションを

構築しました。このソリューションでは、AWS Lambda、Amazon Kinesis 

Streams、Amazon Kinesis Firehose を組み合わせることで分析用のストリー

ミングイベントデータを収集および処理します。その結果、Product Insight 

はスケジュールの 2 か月前にローンチし、技術的な期待値を超えました。 

Thomson Reuters の製品イノベーション部でシニアマネージャーを務める 

Anders Fritz 氏は次のように述べました。「私たちの当初の目標は 1 秒あたり 

2,000 件のイベントを受け入れることでした。私たちのテストでは、AWS の 

Product Insight は 1 秒あたり最大 4,000 件のイベントを処理できることが証

明されています。そして 1 年以内にこの数は 1 秒あたり 10,000 件を超えると

予想しています」 この数を 1 か月に換算すると、イベント数は 250 億件以上

になります。これほどの高スループットでさえも、システムが開始以来データ

を喪失したことはありません。「AWS の堅牢なフェイルオーバーアーキテク

チャと技術機能のおかげで、データの収集を開始して以来、私たちは 1 件のイ

ベントさえ失ったことはありません」と Fritz 氏は言います。詳しくは、

AWS 導入事例: Thomson Reuters18 を参照するか、AWS re:Invent 2016 の

プレゼン Real-time Data Processing Using AWS Lambda (SVR301) を視聴

してください。19  

https://youtu.be/AcGv3qUrRC4?t=1153
https://aws.amazon.com/solutions/case-studies/thomson-reuters/
https://youtu.be/VFLKOy4GKXQ?t=1449
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ビッグデータ 

AWS Lambda は、大量の並列処理ワークロードに最適です。MapReduce を

使ったリファレンスアーキテクチャの例については、Reference architecture 

for running serverless MapReduce jobs を参照してください。20 

お客様事例 – Fannie Mae 

住宅ローン融資会社の主要な資金調達源である Fannie Mae は、AWS 

Lambda を使って財務モデリングの “驚異的並列 (embarrassingly parallel)”

ワークロードを実行しています。Fannie Mae はモンテカルロシミュレーショ

ン処理を使って抵当の将来のキャッシュフローを予想しており、これが抵当リ

スクの管理に役立っています。同社は、既存の HPC グリッドが同社の増大し

ているビジネスニーズをもう満たしていないことを発見しました。Fannie Mae 

は新しいプラットフォームを Lambda に構築し、このシステムはテスト中に 

15,000 件の同時関数実行にスケールアップすることに成功しました。新シス

テムは 2,000 万件の抵当に対して 1 つのシミュレーションを実行し、これは 

2 時間で完了しました。これは旧システムの 3 倍の速さです。サーバーレス

アーキテクチャを使うことでアイドル状態のコンピューティングリソースに対

して料金を支払うことがなくなったため、Fannie Mae は大規模なモンテカル

ロシミュレーションを高い費用対効果で実行することができるようになりまし

た。また、複数の Lambda 関数を同時に実行することで、コンピューティン

グをスピードアップすることもできています。さらに、サーバー管理とモニタ

リングの手間を省くと同時に、アプリケーションのスケーリングと信頼性を管

理するために以前は必要だった複雑なコードの大部分をなくすことができるよ

うになったため、Fannie Mae は市場投入時間を短縮することもできました。

詳しくは、Fannie Mae の AWS Summit 2017 のプレゼン SMC303: Real-

time Data Processing Using AWS Lambda を参照してください。21  

IT オートメーション 

サーバーレスアプローチはサーバー管理のオーバーヘッドをなくすため、プロ

ビジョニング、構成、管理、アラーム/モニタリング、時限 Cron ジョブなど

の大半のインフラストラクチャタスクの作成と管理がずっと簡単になります。 

https://github.com/awslabs/lambda-refarch-mapreduce
https://github.com/awslabs/lambda-refarch-mapreduce
https://www.slideshare.net/AmazonWebServices/smc303-realtime-data-processing-using-aws-lambda/28
https://www.slideshare.net/AmazonWebServices/smc303-realtime-data-processing-using-aws-lambda/28
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お客様事例 – Autodesk 

3D 設計およびエンジニアリングソフトウェアを手がける Autodesk は、AWS 

Lambda を使って同社のエンジニアリング組織全体の AWS アカウントの作成

および管理プロセスを自動化しています。Autodesk は、98 パーセントのコス

ト削減を実現したと見積もっています (アカウントのプロビジョニングにかかる

労働時間の節約分を織り込み済み)。同社は、以前のインフラストラクチャベー

スのプロセスでは 10 時間かかっていたアカウントのプロビジョニングをたった 

10 分に短縮することができるようになりました。サーバーレスソリューション

によってオートメーションが増え手動のタッチポイントが減った Autodesk 

は、アカウントのプロビジョニング、標準の構成と適用、および監査の実行を

自動化することができています。詳しくは、Autodesk の AWS Summit 2017 

のプレゼン SMC301: The State of Serverless Computing を参照してくださ

い。22 Autodesk Tailor サービスについては GitHub を参照してください。 

その他のユースケース 

上述のユースケースは、Lambda やその他の AWS のサーバーレスサービスで

可能になることのほんの一部にすぎません。その他のユースケースには、

Amazon Lex および AWS Lambda を使って構築したチャットボットを通じ

た強力な自然言語の理解、Lambda@Edge と Amazon CloudFront を使った

低レイテンシーのグローバルエッジコンピューティング、AWS Snowball 内の 

Lambda 関数による強力なオンプレミスファイル処理などがあります。 汎用

性に優れたこのアプローチには、他にもまだまだ優れた機能があります。詳し

くは、AWS Lambda を参照してください。23  

まとめ 

サーバーレスアプローチは、従来の IT 管理が抱える 2 つの問題を解決するこ

とを目的にしています。1 つは価値を提供することなく企業のバランスシート

を悪化させるだけのアイドル状態のサーバー、そしてもう 1 つは差別化された

顧客価値を生み出すビジネスへの取り組みの障害になるサーバーのフリート、

およびサーバーソフトウェアの構築と運用コストです。AWS Lambda やその

他の AWS のサーバーレスサービスでは、サーバー、コンテナ、ディスク、お

よびその他のインフラストラクチャレベルのリソースをプログラミングおよび

請求モデルからなくすことで、この長年の問題を解決します。その結果、開発

者は、提供のスピードアップを実現し、意味のある作業にだけ料金が発生する

https://www.slideshare.net/AmazonWebServices/smc301-the-state-of-serverless-computing-75290821/22
https://github.com/alanwill/aws-tailor
https://aws.amazon.com/lambda
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クリーンなアプリケーションモデルで作業することができます。リアクティブ

なイベントベースシステムを設計し、クラウドネイティブなマイクロサービス

を提供する最も簡単で最も速い手段が、サーバーレスアーキテクチャを利用す

ることです。詳細や関連トピックに関する白書については、サーバーレスコン

ピューティングとアプリケーションを参照してください。24 

寄稿者 

本書の執筆に当たり、次の人物および組織が寄稿しました。 

 アマゾン ウェブ サービス、AWS サーバーレスアプリケーション部ゼネ

ラルマネージャー、Tim Wagner 

詳細情報 

詳細については、以下を参照してください。 

 Serverless Reference Architectures with AWS Lambda、

Amazon.com CTO Werner Vogels 

 AWS re:Invent 2016: The State of Serverless Computing [プレゼ

ンテーション]、AWS サーバーレスアプリケーション部ゼネラルマネー

ジャー、Tim Wagner 

 The economics of serverless cloud computing、451 Research リ

サーチディレクター、Owen Rogers 

リファレンスアーキテクチャ 

 ウェブアプリケーション 

 モバイルバックエンド 

 IoT バックエンド 

 ファイル処理 

 ストリーム処理 

 画像認識処理 

 MapReduce 

 

https://aws.amazon.com/serverless
https://aws.amazon.com/serverless
http://www.allthingsdistributed.com/2016/06/aws-lambda-serverless-reference-architectures.html
https://www.youtube.com/watch?v=AcGv3qUrRC4
https://www.slideshare.net/AmazonWebServices/aws-reinvent-2016-the-state-of-serverless-computing-svr311
https://www.slideshare.net/AmazonWebServices/aws-reinvent-2016-the-state-of-serverless-computing-svr311
https://451research.com/report-short?entityId=92764
https://github.com/awslabs/lambda-refarch-webapp
https://github.com/awslabs/lambda-refarch-mobilebackend
https://github.com/awslabs/lambda-refarch-iotbackend
https://github.com/awslabs/lambda-refarch-fileprocessing
https://github.com/awslabs/lambda-refarch-mapreduce
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1 https://www.forbes.com/sites/moorinsights/2016/04/11/tco-analysis-

demonstrates-how-moving-to-the-cloud-can-save-your-company-

money/#537e2bd07c4e  

http://www.cloudstrategymag.com/articles/86033-understanding-tco-

cloud-economics  

2 2012 年にガートナーが見積もったデータセンターの使用率は 7〜12% でした 

(http://www.nytimes.com/2012/09/23/technology/data-centers-waste-

vast-amounts-of-energy-belying-industry-image.html)。2008 年の 

McKinsey の調査ではこの数値は 6% でした (https://www.sallan.org/pdf-

docs/McKinsey_Data_Center_Efficiency.pdf)。Accenture が分析した一連の 

EC2 ベースアプリケーションの使用率は 7% 程度でした 

(http://ieeexplore.ieee.org/document/6118751/)。2014 年の NRDC お

よび Anthesis の調査では、2013 年、30% 以上のサーバーが完全な “昏睡

状態” (接続はされているが価値のあることは何もしていない状態) だったこ

とがわかっています (http://anthesisgroup.com/wp-content/uploads/ 

2015/06/Case-Study_DataSupports30PercentComatoseEstimate-

FINAL_06032015.pdf)。 

3 Occupy the Cloud: Eric Jonas et al., Distributed Computing 

for the 99%, https://arxiv.org/abs/1702.04024. 

4 https://aws.amazon.com/serverless/developer-tools  

5 https://aws.amazon.com/lambda/edge/  

6 https://aws.amazon.com/serverless/  

7 https://d0.awsstatic.com/whitepapers/AWS_Serverless_Multi-

Tier_Architectures.pdf  

8 https://github.com/awslabs/lambda-refarch-webapp  

9 https://github.com/awslabs/lambda-refarch-mobilebackend  

10 https://aws.amazon.com/solutions/case-studies/bustle/  

11 https://github.com/awslabs/lambda-refarch-iotbackend  

12 https://www.slideshare.net/AmazonWebServices/aws-reinvent-2016-

serverless-iot-back-ends-iot401  

13 https://www.youtube.com/watch?v=gKMaf5E-z7Q  

14 https://github.com/awslabs/lambda-refarch-streamprocessing  
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